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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成27年4月23日(2015.4.23)

【公開番号】特開2013-188024(P2013-188024A)
【公開日】平成25年9月19日(2013.9.19)
【年通号数】公開・登録公報2013-051
【出願番号】特願2012-51786(P2012-51786)
【国際特許分類】
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   Ｆ１６Ｂ    5/12     　　　Ｊ
   Ｆ１６Ｂ    2/08     　　　Ｕ
   Ｆ１６Ｂ    2/08     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月6日(2015.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、線状部材を固定用部材に保持した状態で、該固定用部材を取付対象に設けら
れた取付用部材に取り付けるための取付構造に関するものであり、前記取付用部材は、前
記固定用部材を保持するための固定用部材保持部と、該固定用部材保持部における前記固
定用部材の保持位置を規制する位置規制部とを備えると共に、前記取付対象と一体的に構
成され、前記固定用部材保持部において、前記固定用部材の保持位置と、前記位置規制部
との間の箇所は、隙間部として構成されることを特徴とする（請求項１）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　この場合、前記取付用部材は、前記固定用部材保持部と、該固定用部材保持部の一端か
ら延出する第１延出部と、前記固定用部材保持部の他端から延出する第２延出部とから構
成され、前記位置規制部としての前記第１延出部及び前記第２延出部は、互いに離間する
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方向に延出していることが好ましい（請求項３）。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、前記第１延出部は、前記第１面及び前記第２面にそれぞれ連結され、前記固定用
部材保持部及び前記第２延出部は、前記第２面に連結されていることが好ましい（請求項
４）。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　ここで、前記取付対象は、車両のドアライニングであり、前記第１面は、前記ドアライ
ニングを構成するドアポケットでの前記車両の外側の面であり、前記第２面は、前記ドア
ライニングの側面であり、前記固定用部材は、前記ドアポケットでの前記車両の外側の面
から延出した前記取付用部材により、前記線状部材と前記ドアポケットでの前記車両の外
側の面との間で支持される（請求項５）。また、前記第１面には、第１取付用部材が前記
取付対象の前方側に設けられると共に、第２取付用部材が前記取付対象の後方側に設けら
れ、前記第１取付用部材の固定用部材保持部は、前記取付対象の前方に向って、前記第１
面との間隔が広がるように形成され、前記第２取付用部材の固定用部材保持部は、前記取
付対象の後方に向って、前記第１面との間隔が広がるように形成されている（請求項６）
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　さらに、前記第１取付用部材の第２延出部と、前記第２取付用部材の第２延出部とは、
前記取付対象の前後方向の幅に収まるように、それぞれ形成されていることが好ましい（
請求項９）。また、前記第１面は、前記取付対象の前方から後方に向かって下方に傾斜し
、前記第１取付用部材及び前記第２取付用部材は、前記取付対象の前後方向に沿って、略
同一の形状及び幅を有し、前記第１取付用部材及び前記第２取付用部材では、それぞれ、
前記第１面から上方に延出する第１延出部に対して、固定用部材保持部及び第２延出部が
順に形成されていることが好ましい（請求項１０）。また、前記取付対象は、車両のドア
ライニングであり、前記第１面は、前記ドアライニングを構成するドアポケットの上面で
あり、前記第２取付用部材は、前記ドアポケットの前記上面及び前記ドアライニングの後
方側の側面によって形成される角部に設けられることが好ましい（請求項１１）。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項１に係る発明によれば、取付用部材と取付対象とが一体的に構成されているので
、線状部材を固定用部材に保持した状態で、該固定用部材を前記取付用部材に取り付けれ
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ば、前記取付対象に対する前記線状部材の取付作業が完了する。従って、特許文献１の技
術と比較して、前記取付対象への前記線状部材の取付作業性を向上することができる。ま
た、固定用部材保持部における固定用部材の保持位置と位置規制部との間の箇所が隙間部
として構成されるので、該隙間部がない場合と比較して、前記固定用部材の取付スペース
を広く取ることができる。この結果、前記固定用部材を取付用部材に容易に取り付けるこ
とが可能となり、取付作業性を一層向上することができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項３に係る発明によれば、位置規制部としての第１延出部及び第２延出部が互いに
離間する方向に延出しているので、固定用部材保持部に対する固定用部材の取付時や、前
記固定用部材保持部に対する前記固定用部材の取り外し時に、前記第１延出部及び前記第
２延出部が邪魔になることを抑制することができる。また、このように構成されることで
、型構造的にも作りやすい形状とすることができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　請求項４に係る発明によれば、第１延出部が第１面及び第２面にそれぞれ連結され、固
定用部材保持部及び第２延出部は、前記第２面に連結されているため、前記第１延出部、
前記固定用部材保持部及び前記第２延出部の剛性を向上することができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項５に係る発明によれば、ドアポケットでの前記車両の外側の面から取付用部材が
延出し、固定用部材は、線状部材と前記ドアポケットでの前記車両の外側の面との間で、
前記取付用部材により支持される。これにより、前記ドアポケットでの前記車両の外側の
面から延出される前記取付用部材の長さは、ドアライニングから車両の車幅方向に沿って
取付用部材が延出した場合と比較して、短くなる。この結果、取付用部材が肥大化するこ
とを回避することができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　線状部材を固定用部材に保持した状態で、該固定用部材を取付対象に設けられた取付用
部材に取り付けるための取付構造において、
　前記取付用部材は、前記固定用部材を保持するための固定用部材保持部と、該固定用部
材保持部における前記固定用部材の保持位置を規制する位置規制部とを備えると共に、前
記取付対象と一体的に構成され、
　前記固定用部材保持部において、前記固定用部材の保持位置と、前記位置規制部との間
の箇所は、隙間部として構成される
　ことを特徴とする線状部材の取付構造。
【請求項２】
　請求項１記載の取付構造において、
　前記取付対象は、第１面と、該第１面に連なり且つ前記第１面とは異なる方向に延出す
る第２面とを有し、
　前記取付用部材の少なくとも一部は、前記第１面と前記第２面とに連結されている
　ことを特徴とする線状部材の取付構造。
【請求項３】
　請求項２記載の取付構造において、
　前記取付用部材は、前記固定用部材保持部と、該固定用部材保持部の一端から延出する
第１延出部と、前記固定用部材保持部の他端から延出する第２延出部とから構成され、
　前記位置規制部としての前記第１延出部及び前記第２延出部は、互いに離間する方向に
延出している
　ことを特徴とする線状部材の取付構造。
【請求項４】
　請求項３記載の取付構造において、
　前記第１延出部は、前記第１面及び前記第２面にそれぞれ連結され、
　前記固定用部材保持部及び前記第２延出部は、前記第２面に連結されている
　ことを特徴とする線状部材の取付構造。
【請求項５】
　請求項２～４のいずれか１項に記載の取付構造において、
　前記取付対象は、車両のドアライニングであり、
　前記第１面は、前記ドアライニングを構成するドアポケットでの前記車両の外側の面で
あり、
　前記第２面は、前記ドアライニングの側面であり、
　前記固定用部材は、前記ドアポケットでの前記車両の外側の面から延出した前記取付用
部材により、前記線状部材と前記ドアポケットでの前記車両の外側の面との間で支持され
る
　ことを特徴とする線状部材の取付構造。
【請求項６】
　請求項２～５のいずれか１項に記載の取付構造において、
　前記第１面には、第１取付用部材が前記取付対象の前方側に設けられると共に、第２取
付用部材が前記取付対象の後方側に設けられ、
　前記第１取付用部材の固定用部材保持部は、前記取付対象の前方に向って、前記第１面
との間隔が広がるように形成され、
　前記第２取付用部材の固定用部材保持部は、前記取付対象の後方に向って、前記第１面
との間隔が広がるように形成されている
　ことを特徴とする線状部材の取付構造。
【請求項７】
　請求項２～６のいずれか１項に記載の取付構造において、
　前記第２面から離間するにつれて、前記固定用部材保持部と前記第１面との間隔が広が
る
　ことを特徴とする線状部材の取付構造。
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【請求項８】
　請求項２～７のいずれか１項に記載の取付構造において、
　前記第１面には、第１取付用部材が前記取付対象の前方側に設けられると共に、第２取
付用部材が前記取付対象の後方側に設けられ、
　前記第１取付用部材では、前記取付対象の前方に向かうように、第１延出部、固定用部
材保持部及び第２延出部が順に形成され、
　前記第２取付用部材では、前記取付対象の後方に向かうように、第１延出部、固定用部
材保持部及び第２延出部が順に形成されている
　ことを特徴とする線状部材の取付構造。
【請求項９】
　請求項８記載の取付構造において、
　前記第１取付用部材の第２延出部と、前記第２取付用部材の第２延出部とは、前記取付
対象の前後方向の幅に収まるように、それぞれ形成されている
　ことを特徴とする線状部材の取付構造。
【請求項１０】
　請求項８又は９記載の取付構造において、
　前記第１面は、前記取付対象の前方から後方に向かって下方に傾斜し、
　前記第１取付用部材及び前記第２取付用部材は、前記取付対象の前後方向に沿って、略
同一の形状及び幅を有し、
　前記第１取付用部材及び前記第２取付用部材では、それぞれ、前記第１面から上方に延
出する第１延出部に対して、固定用部材保持部及び第２延出部が順に形成されている
　ことを特徴とする線状部材の取付構造。
【請求項１１】
　請求項８～１０のいずれか１項に記載の取付構造において、
　前記取付対象は、車両のドアライニングであり、
　前記第１面は、前記ドアライニングを構成するドアポケットの上面であり、
　前記第２取付用部材は、前記ドアポケットの前記上面及び前記ドアライニングの後方側
の側面によって形成される角部に設けられる
　ことを特徴とする線状部材の取付構造。
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